






Faculty collaboration during COVID-19 :




























































































図 3, 図 4　InterCLASS@Light を活用した遠隔授業の様子
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ある。もう一つ思い起こしたことがある。それは、平成 31年 3月 28日に本学で行われた実践研究報告
会に、教職大学院の柳澤昌一研究科長がお越しになられた時のお言葉である。
　「福井の学びは、後からじわじわ効いてくるからね。」
　著者は今年度から教務主任となり、休校延長のたびに欠課となる授業時間数をカウントし、学校再開
後にその時間数を補うためのシミュレーションに追われていた。本来ならば、中心となって遠隔授業を推
進すべき立場なのに、できなかった自分を反省している。一方で、職員の協働に助けられたことや、教
職大学院で学んだ理論を現場で体感することができたことに感謝している。次の実践では、自分がコー
ディネーターやコア・グループとして推進していけるよう、実践力をつけたい。
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